
　

↑小林義孝氏（平野屋新田会所を考
える会）
←佐久間貴士氏（大阪樟蔭女子大教授）

↑五野井隆史氏（東京大学名誉教授）

↑野島稔氏（四条畷市教育委員会）久米雅雄氏
（府教委文化財保護課）
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近藤市政 岡本市政

福
国保

･国保税を据え置き市民負担増のないよう奮闘
･一般会計からの繰入れを増やし、赤字を抑制

･国保税を３回値上げ
･短期保険証や資格証明書を発行して滞納者への制裁を実

祉
介護保険

･制度発足時に府下でもすすんだ減免制度を創
設

･介護保険料を２度も値上げ、減免要綱があるのに実施せず

医療・
保健

･ホームヘルパーをそれまでの２・５倍に増やす･市民健診の有料化を導入（７００円）
･市立診療所の内科を廃止

く 生活保護 相談段階で受給を締めつけ

ら 資金貸付 ･「生活福祉資金」を１０万から２０万に増額 ･審査を厳しくして借りにくくしている

し 給付 「敬老祝金」「障害者福祉金」を廃止

子

保育

･学童保育を実現（公設民営）
･保育所の大規模改修を計画的にすすめる
･南郷第１保育所を廃止したが、その跡に子育
て    支援センターをつくり、多くの市民が利用
･共同保育所への補助金を増額

･全園民営化方針を打ち出し、上三箇保育所の民営化を強
行。しかし保護者が裁判に訴え、市は敗訴したのに、反省
なく、津の辺・寺川両市立保育所の民営化第２弾を予定。
･大ぐま共同保育所への補助金を廃止
･保育士の新規採用なし

育
て

教育
･学校の大規模改修を計画的にすすめる
･小中学校の教材・備品費など教育予算を増額

･市内東部の小学校３校（北条西小、深野北小、四条小）
を
統廃合学校給食 自校調理方式を堅持 小学校の給食調理を民間業者に委託（１５校中１３校）

街
ゴミ

･粗大ゴミの収集回数ふやす
･分別収集を全市に拡大

ゴミの有料化を検討

づ
産業振興

･商工会から商工会議所への昇格を援助
･アーケード補助など商店街活性化に努力

「行政がかつて企業誘致したので」と新田地域の住工混在
の解消に有効策なし

く
り

街づくり

･水路の「せせらぎ化」を促進
･「水と緑と歴史の回廊計画」を策定
･「大東の杜」構想を策定
･御領地区の街並み保存
･自治会負担の防犯灯電気代への補助を増やす
･開発指導要綱を強化、「地区計画」制度を導
入
･寝屋川護岸のペインティングを市民参加で実
施

･平野屋会所を公有化できず、歴史遺産を生かしたまちづく
り構想なし
･通りにくいと不評の「住之井橋」を府とともに建設、新た
に「三箇大橋」もかさ上げ
･住道駅前駐車駐輪場に7億5千万円もかけて建設
･元市有地に建設された住道駅南の高層ビル床を５億６千万
円で購入

そ
文化ｽﾎ゚ ﾂー

･「文化係」「スポーツ振興課」を新設
･「だんじり祭り」補助を実施

 

の 同和行政

･個人給付１５事業を大幅に見直し、廃止
･市同促補助金を大幅削減
･近藤市長が「同和終結」を表明

･市長は同和是正に弱腰、日本共産党を先頭とした議会の働
きかけと幹部職員の奮闘で是正の動き強まる

他 女性施策 ･女性政策課を新設し、事業を展開 ･女性政策課を廃止

財政運営
･３年で赤字を解消、借金（起債）を減らす ･公共事業に税金を注ぎ込み、借金（起債）が増える

公的責任
･公共施設の管理運営を民間に委ねる「指定管理者制度」
を次々 と導入（西日本初の図書館を含めて１０施設）

市民参加

･学者・市民の協力で全国的にすすんだ「情報
公開条例」を制定
･市長室を市民に開放、市民との対話を推進
･「顔づくり事業」をスタート

･パブリックコメントなど市民の意見を聞く形式はあるもの
の、市民参加が大きく後退
･「市民との対話」をやめる
･「顔づくり事業」を廃止

清潔

･条件付き一般競争入札を導入、予定価格と最
低制限価格を事前公表して談合排除をめざす
･工事検査室も新設

･最低制限価格を撤廃（調査基準価格に変更）
･談合疑惑が毎年のように発覚

政治姿勢 ･「市民が主人公」の市政推進を標榜 ･市民に「自助自立」を求め、市民犠牲の「行革」を推進

近藤市政と岡本市政（２期８年の対比）


